
1 はじめに 

本研究では，顧客個人の回遊と購買から顧客個人の
回遊と購買の関連性に着目し，普段通過しない売場を
通過したのにも関わらず，商品を購買していないとい
う例外的な回遊の分析を行う．当該顧客の通常の回遊
からの乖離を評価する指標を提案し，先行研究で提案
された指標と組み合わせて，例外的な顧客の回遊を明
らかにする． 

2 分析方法 

本研究では，回遊データと購買履歴から顧客個人の
例外的な回遊を抽出する．分析手順は，(1)当該顧客
の平均的な回遊パターンの把握，(2)平均的な回遊パ
ターンと各々の回遊を比較し，当該顧客の例外的な回
遊の抽出，(3)購買履歴を用いて顧客行動を推測，の
3点から例外的な回遊を抽出し，顧客行動を推測す
る． 

2.1 店舗内回遊の可視化 

顧客個人の店舗内における移動傾向を可視化するた
め，１人の顧客を対象として，当該顧客の各ブロック
の平均的な通過回数からの乖離により，通常と異なる
回遊を検知可能にする．当該顧客の m番目の来店時の
ブロック𝑗 (=A1,A2,…,V22)に関する乖離𝑟𝑚𝑗は，当該
顧客の総来店回数を n，m 番目の来店時のブロック𝑗の
通過回数を𝑦𝑚𝑗として，以下の計算式により定義する． 
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2.2 商品購買と回遊の関係性の可視化 

 先行研究 1)で提案された指標を用いて求める． 

3 分析結果 

(1)当該顧客の平均的な回遊パターンの把握，(2)平
均的な回遊パターンと各々の回遊を比較し，当該顧客
の例外的な回遊の抽出より求めた平均通過回数のヒー
トマップをFig.1(左)，平均との乖離のヒートマップ
をFig.1(右)に示す． 

 

Fig.1: 当該顧客の平均通過回数のヒートマップ（左），

(1)式に基づくヒートマップ（右） 

購買したカテゴリを Fig 2(左)に示す．先行研究の指
標より，該当売場を通過したが購買していない商品カ
テゴリの RC を求めた．女性衣類を例として，Fig.2(右)

にヒートマップで可視化した．総合すると，購買した
い商品があり該当売場へ立ち寄ったが購買しなかった
と推定できる． 

Fig.2: 購買した商品カテゴリ（左），先行研究の指標

に基づく女性衣類の RC（右） 

4 おわりに 

本研究では，顧客個人の回遊と購買に着目し，小売
店舗内における例外的な回遊を分析した．普段の回遊
との乖離傾向を評価する指標を提案し，例外的な回遊
に関して，回遊と購買履歴の観点から推定を行った． 
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概要  本研究では，顧客個人の回遊と購買から顧客個人の回遊と購買の関連性に着目し，普段通過しない
売場を通過したのにも関わらず，商品を購買していないという例外的な回遊の分析を行う．当該顧客の通
常の回遊からの乖離を評価する指標を提案し，先行研究で提案された商品位置推定の指標と組み合わせて，
例外的な顧客の回遊を検知する．実店舗のデータに分析手法を適用し，分析可能であることを確認した． 
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